
No.３１ 平成 29年度 ｢地域子育て活動支援事業｣ 実施の内容 

団 体 名 岩手子育て親育て実行委員会 

事 業 名 三世代交流～地域の子育て助っ人の会 

実 施 期 間 平成２９年９月～平成３０年３月 

事 業 実 績 

【事業概要】 

第 1回「遊びの伝承工作遊び」（ぶんぶんコマづくり） 

平成 29年 9月 23日（土）奥州市民文化会館会議室 参加者５名（こども 2名） 

 

第 2回「懐かしの伝統お菓子づくり」（かぼちゃ大福、げんべたづくり） 

平成 29年 10月 21日（土）水沢地区センター調理室 参加者 18名（こども 7名） 

 

第 3回「おらほの町の昔ばなし」（大工と鬼六、きつねとかわうそ） 

平成 29年 11月 18日（土）奥州市民文化会館和室 参加者 7名（こども 2名） 

 

第 4回「うくってあそぼう日本の正月遊び」（羽子板、たこづくり） 

平成 29年 12月 17日（日）水沢南地区センター和室 参加者 8名（こども 4名） 

 

第 5回「昔話の読み聞かせ会」（ひょっとこの話、なみなみのへっぺりじじ） 

平成 30年 1月 20日（土）奥州市民文化会館和室 参加者 16名（こども 8名） 

 

第 6回「楽しい手づくりひなまつり」 

平成 30年 2月 17日（土）奥州市民文化会館和室 参加者 7名（こども 3名） 

 

第 7回「懐かしの奥州はっとづくり」 

平成 30年 3月 17日（土）水沢地区センター調理室 参加者 8名（こども 3名） 

 

実 施 効 果 

自 己 評 価 

【実施効果】 

①子育て中の若い母親が高齢者の方に接し、料理のコツや子育ての心構え等、雑談の形

で会話する光景が見受けられた。 

②家で終始子供と二人きりの母親は、参加して託児することでリフレッシュできるよう

で、続けての参加を得た。 

③料理や政策を通して、未就学児を抱える母親が育児に関する不安を話せる場であった

こと、高齢の方も気負わず答えられる場面が多々見受けられた。 

【自己評価】 

①スタッフとして協力していただいた w 糧に関しては、地元の身近な高齢者のもとを訪

れインタビューをしてきた方、図書館で地元の歴史を調べた方もいました。 

②高齢の方々も自分達が積み上げてきた歴史を語ることで元気になっていくようでし

た。特に料理に関しては日常のこと、年中行事にしても毎年こなしてきたことですの

で、つくりながら気負わずに話すことができたようです。 

③参加した方の家庭環境もいろいろですが、核家族世帯の若い母親と未就学児・・特に

転勤が多く近くに実家のない方、また、未就学児を抱える共働き世帯の祖母が多かっ

たようです。今後、重点的に告知していくことで、事業への参加者が増える可能性が

あります。 

 


